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【論 文 】

大学におけるリサイクル市の立ち上げと

その法 ・経済的,人 的および環境的側面に関す る研究

吉 田 宣 幸*・ 早 瀬 光 司*

【要 旨】 広島大学において初めて卒業生と新入生を対象にしたリサイクル市を行った。本研究では大

学におけるリサイクル市の実践例として 「広島大学1997年 リサイクル市」 を立ち上げ,そ の際の法 ・

経済的 ・人的労力的 ・環境負荷的諸問題を具体的に明示 し,そ れらを乗 り越える方法を探ることを目的

とした。 リサイクル市は1997年2～4月 に行われ,上 記問題点を明らかにし,ク リアーできた。また,

広 島大学でのリサイクル市立ち上げのデータを公表 し、論文 として発表することにより,日 本各地の大

学での参考 となり,リ サイクル市を立ち上げ,継 続 していく動 きが起 きることをも目標としている。

キーワー ド:リ サイクル市,広 島大学,法 ・経済的側面,人 的労力,環 境負荷

1.は じ め に

大学生の卒業 ・入学期には,卒 業生は,ま だ使える家

具や電器製品を粗大ごみとして捨て,一 方で新入生は同

じ物を新品で購入 している。そこで卒業生が使用 してい

て不用になったものを新入生に橋渡 して提供するリサイ

クル市(京 都大学では1986年 か ら行われている)1)は

この無駄を減少させるが,1996年 春 に行 ったのは全国

で3ケ 所程度であり,普 及 していない。そこで今回初め

て広島大学においてリサイクル市を計画 した。

大学で初めてリサイクル市を立ち上げるにあたっては,

法 ・経済的2,3)・人的 ・環境面等の諸側面をク リアーし

なければならない。具体的には法的側面 としては 「売却

のみを行う」等であり,経 済的側面 としては 「倉庫を無

償で借 りる」等であり,人 的側面 としては 「学生による

無償のボランティアの確保」等であり,環 境的側面とし

ては 「運営上の資源 ・エネルギーを最少に抑制」等であ

る。Fig.1に そ れらの問題点とその解決法について流

れ図に示 した。

2.目 的

本研究では大学におけるリサイクル市の立ち上げの実

験例として 「広島大学1997年 リサイクル市」 を立ち上

げ,そ の詳細を記述しその際に発生する法 ・経済的 ・人

的労力的諸問題を具体的に明示し,そ れらを乗 り越える

方法を探り,リ サイクル市による環境負荷削減を明らか

にすることを目的とする。また,広 島大学での リサイク

ル市立ち上げのデータを公表し,論 文として発表するこ

とにより,日 本各地の大学で,こ のような リサイクル市

を立ち上げ,継 続 していく動きが起きることをも目標と

している。
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Fig.1 Four obstacles and how to clear them
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3.リ サイクル市立ち上げ実験

3.1リ サ イクル市実施団体

主催団体 は広島大学の環境問題に関心のある学生が

作 っている総合環境サークル ・EcoPage(当 時,ア ゴ

ラ企画室)で あるが,人 数が7名 と少ないため他サーク

ルにも呼びかけ4),複 数 サークルか ら協力を得て行った

(最大時で13名)。

3.2リ サ イクル市実施の流れ

リサイクル市を系 とした導入 ・送出の収支5)をFig.2

に示 し,実 施の流れは,図 中央の 「系内」に示 した。

【計画 ・必須条件の確保】1997年1月13日EcoPage

の ミーティングで リサイクル市実施が打ち出された。倉

庫については市役所,商 工会議所等に働き掛け,紹 介さ

れた民間企業の倉庫の一部を無償貸与してもらった。さ

らに学園都市づくり交流会議(事 務局:市 役所企画課)

の後援をもらった。運送手段はレンタルの トラックとし

た。展示 ・販売会場を学内に確保するため,学 生課に企

画書,配 布予定のビラ,会 場使用願いを提出し,使 用許

可を得た。

【卒業生への呼びかけ】1997年2月 上旬に卒業生向け

に 『ください!!あ なたの不用品』 と書いたビラを広島

大学内の全研究室に配 った。新聞2紙,市 の広報,テ レ

ビ,ラ ジオ(2月8日 ～3月14日)を 通 して市民へも

物品提供を呼びかけた。

【物品の収集 ・保管】 提供の申し出を電話で受け,2月

22日 ～4月4日 に収集 し,物 品に 「物品番号」 の紙片

を貼 り,管 理 した。提供者には購入者(新 入生)へ の新

生活 と物品のア ドバイスを物品毎のメッセージカー ドに

記入 してもらった。倉庫には段ボールを敷いて,物 品を

置き,ブ ルーシー トをかけ,汚 れないようにした。

【新入生への呼びかけ】 『新入生の方々に贈る… リサイ

クル市開催!!』 と書いたビラを大学周辺のお店,国 際交

流会館,学 生宿舎等に置いてもらい,そ れ以外は入学手

続き日にキャンパス内で手渡 しした。新聞3紙,市 の広

報,テ レビ(4月1～5日)を 通 しても呼びかけた。

【展示 ・販売 ・配達】4月3(雨),4(雨),8(晴)日

10:00～16:30に,広 島大学西条キャンパス西図書館前

広場に天幕を張り,段 ボールを敷き詰めた上に物品を並

べ,展 示 ・販売を行った。配達は,展 示当日と4月6,

12日 に行った。

3.3リ サイクル市実施に関わる計測項目

ガソリン消費量は,レ ンタカーは領収書から,他 の自

動車は燃費9.66[km/L],ビ ラと管理用紙 は4[g/枚],

段 ボールは0.65[kg/m2]と して算出 し,提 供者と購入

者についてはその属性を記録し,会 計収支は領収書から,

集 計した。

4.結 果 と 考 察

4.1購 入者の属性と販売物品,運 送方法

提供者,購 入者の属性をTable 1に 示 した。また,

大 物(ト ラック等大型車でない と運べない物),中 物

(乗用車で運べる物),小 物(自 転車で運べる物)に 分け

た大きさ別の販売物品数 と運送方法をTable 2に 示 し

た。

提供物品数,提 供者数 は,421点(書 籍140冊 を含

む),52名(内20名 が市民)で あった。学生の協力率

は1%で あった。販売物品数,購 入者数は,314点(書

籍56冊 を 含 む),157名 で あ った。学生 の利用 率 は

1.2%で あった。寄付(体 育会,リ サイクルショップ等),

スタッフ宅で保管中,廃 棄処分数(故 障等)は,そ れぞ

れ100点(書 籍84冊 を含む),2点,5

点で あった。 提供者数の38%(20名)

もが市民であったことか ら,マ スコミの

効果が大きかったと思われる。購入者数

の33%(52名)が 留学生であり,全 新

入生に占める留学生の割合が3%で あり,

ビラを留学生向けにはわずか100枚 しか

配らなかったことから,留 学生は日本人

よりリサイクル品を積極的に利用しよう

としていることがわかった。 これには留

学生が経済的に苦 しい状態である6,7)こ

とも影響 していると思われた。

Fig.2 Incoming,flow and outgoing at“Hiroshima University

 1997 Recycle Market”
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4.2法 ・経済 ・人的労力 ・環境的側面

4.2.1法 規面

関連法規をTable 3に ま とめた。法規面の障壁とし

て,古 物営業法,商 法等を調べ,1.無 償 で物品提供を

受ける,2.利 益 を目的としない(利 潤を出資者に分配

しない),3.物 品毎に提供者 ・購入者を記録する,4.

販売物品が壊れていたら返金する,5.学 生課に会場使

用の書類を提出する,の ルールを守ることにより、トラブ

ルはなかった。以下にその詳細を記 した。

古物を売買するには,盗 品等の売買の防止,速 やかな

発見等を目的とする古物営業法の適用を受け,都 道府県

公安委員会の許可が必要であるが,古 物の売却のみを行

うものは第2条2項1号 により古物営業法は適用されな

い。「広島大学1997年 リサイクル市」では,物 品は無償

で提供 してもらったため,古 物営業法は適用されなかっ

た。過去においては適用問題を巡って トラブルが起きた

こともあるが,1995年 の法改正によって適用されない

ことがはっきりした8-11)。

ただし盗品が混ざっていた場合,民 法193条 により元

の所有者から2年 間以内に返還請求が出されれば返さな

ければならないため,何 を誰から誰に渡 したかの記録を

2年 間保管することが望まれる。物品は無償で提供 され

るため盗品は有り得ないと思われたが,念 のため作成し

た。壊れている物を売 った場合,修 理や損害の賠償請求

を民法上受けるため,準 備金を積み立てることが望まれ

る。今回は代金返金で対応 した。

大審院刑事判決録によると 「営業とは営利ρ目的で同

種の行為を反復することをいう」とあり12),「広 島大学

1997年 リサイクル市」は非営利であ り,商 法上の商人

にはあたらないため,商 法の適用も受けなかった。

国立大学内で展示 ・販売するのであれば,国 有財産法,

文部省所管国有財産取扱規程により,会 場とする施設の

用途または目的を妨げない限度において大学長の許可で,

その会場を使用できる。手続 きは 『国の庁舎等の使用ま

たは収益を許可する場合の取扱の基準について』に記さ

れているが,本 事業(実 験)は 広島大学の学生団体が主

催するため 『広島大学学生生活に関する規程』に基づい

て進められ,許 可が得られた。

上記の 『国の庁舎等の使用または収益を許可する場合

の取扱の基準について』の許可基準には,食 堂 ・売店設

置のように民間企業が学生が直接利用することを目的と

する福利厚生施設を設置する場合を含むため13),実 施団

体が学生団体ではな く一般市民であっても,許 可される

可能性は十分にあることがわかった。

4.2.2経 済面

4.2.2.1会 計収支の概要

収入は物品の販売収入であり,物 品提供費,人 件費は

無償とし,倉 庫 も無償貸与であった。倉庫の無償貸与は

今回の実施では必須の条件であった。それはレンタカー

代とガソリン代は物品数に応 じて支出を調節できるが,

倉庫代は物品数によらず定額であり,物 品が少なかった

場合に大 きな負担 となるためである。

赤字を出してしまうと事業を毎年継続することができ

Table l The number of donor and purchaser

Table 2 The number of goods sold to delivered or

 carried by purchaser themselves

note)“Big”,“middle”and“small”goods are carried by big

 car (truck),small car and bicycle,respectively.
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ないため,支 出見積額を各物品に割り振る形で価格を決

め(詳 細 は4.2.2.2),そ れ に加えて配達料(1人500

円),カ ンパ も募 った。収入は31万 円 となり,支 出の

24万 円を上回った(Table 4)。 黒字の7万 円は翌年の

準備金と決めていたため,非 営利であることには変わり

ない。

4.2.2.2赤 字 の出ない価格の決定手順

価格は,赤 字にならないよう,支 出見積額を各物品に

Table 3 Related law

Table 4 Balance sheet
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割り振る形で決めた。 したがって,価 格収入=支 出見積

額(=246,400円)と なるはずであったが,物 品が集ま

り切っていない3月 中旬に計算を行ったため,価 格収入

が支出見積額を上回ってしまい,結 果的にはわずかに高

めの価格になってしまった。

価格の算出表をTable 5に 示 すが,品 目数が多いた

め一部省略 してある。まず収集 した物品について品目と

個数〈A〉を リス トア ップ した。次にBSチ ューナーを

1と した品目間の新品市場価格の比を 「品目間の 『価格

比』」〈B〉と した。次 に 「品 目間の 『価格比』×個数」

〈C=B×A〉 を求め,そ の総計(ΣC=176.6)を 求めた。

「価格=k× 価格比〈B〉」(た だ しkは 価格決定定数)

とおくと,

支出見積額=価 格収入=Σ(価 格×個数)

=Σ(k× 価格比×個数)

=k× Σ(価 格比×個数)

=k× ΣC

=k×176 .6

と表す ことができる。また 「Σ(価 格 ×個数)=価 格収

入」であり,「 価格収入=支 出見積額(=246,400円)」

となるよ うなkを 求 めると246400÷176.6=1395.24

とな る。このkに 価格比〈B〉を乗 じて価格を決定 した

(ただ し小数点以下は繰 り上げ)。 またTable 5に よ り

価格を決定した後,現 場での販売時に年式や傷み具合に

よって値引きを行ったものもあった。価格(値 札)は 新

品市場価格の1割 程度となり,中 古品市場価格の2割 程

度となった。

4.2.3人 的労力面

大学におけるリサイクル市の特徴として,大 学には学

生という余剰労力が存在するので,本 研究における人的

労力とはすべて学生ボランティアに依存することを方針

とし,そ の上でどれだけ人員を集められ,人 的労力の問

題をクリアーできるかという視点をとった。

スタッフの人的労力をTable 6に 示 した。事業全体

で59.5[人 ・日]の 人力が使われた(純 労働の時間のみ

をカウントし,ミ ーティング時間等は含めていない。そ

れは業務内容伝達は短時間で済むのと,問 題解決等を考

える場合 は不必要な時間を費や したりして測定困難で

あったためである)。 また,展 示 ・販売時 に主催団体

(EcoPage7名)の みでは人数が足りないため,他 サー

クルに協力を要請したが,若 干人数が不足 し混雑 したが,

なんとか乗り切ることができ,お おむね人的労力もクリ

アーできたと考え られる。混雑の原因は,口 頭で説明す

る人の数が少なかったことと販売手続きに時間がかかっ

たことであり,人 数の確保,手 続きの簡素化,窓 口数を

増やす等,作 業手順の見直 しで緩和できると思われる。

4.2.4環 境面

4.2.4.1環 境負荷項目

環境負荷項 目それぞれの消費量 は,ガ ソ リン204.2

[L](走 行距離1779.8km),ビ ラ25.4kg(6,338枚 。内

74%を 使 用),管 理 用紙3.2kg(810枚 。 内89%を 使

用),段 ボ ール268kg(412.4[m2])で あ った。なおビ

ラは100%再 生紙を,管 理用紙はバージン紙を使用し,

段 ボールはごみ処理業者に渡される予定だったものを再

使用した。

走行距離とガソリンの消費量をTable 7に 示 した。

レンタルの トラック以外にスタッフの自動車も使用 した。

表欄外のNHKの 取材にかかわる走行とは,テ レビ放送

による宣伝のため物品を収集 している様子を撮影すべ く,

余分に走行を依頼された分である。

4.2.4.2リ サイクル市の環境面の評価

環境負荷についてLCA的 に考えると 「リサイクル市

Table 5 Accounting table to price

note)•¬(estimate of expenses= 246,400 yen) = 1,396

note) Unit is [man • day].

Table 6 Man power

Table 7 Distance driven and gasoline consumed

note) This total point excludes for coverage by NHK broadcaster

 (186.0 [km], 19.3 [L]).
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が無ければ買われるはずだった新品の,製 造 ・販売段階

の負荷〈a〉+そ の廃棄段階の負荷〈b〉」≧ 「リサイクル

市の負荷〈c〉+使用段階の負荷の技術革新による削減量

〈d〉」であれば リサイクル市は環境負荷を削減できたと

いえる。物品のほとんどは使用段階でエネルギーを消費

しないものであり,独 り暮 し用の小型の冷蔵庫,全 自動

洗濯機,テ レビについて,1993年 と1997年 のカタログ

で比較 した結果,〈d〉 は0以 下と考えられた。なお家

電等の老朽化によるエネルギーの浪費については大きく

ないと考え,考 慮 しなかった。〈c〉は,以 下の理由か ら

〈a+b〉 より小さいといえる。 リサイクル市がない場合

でも処分場へ捨てるのに同程度の走行距離が必要であり,

ガソリン消費量は相殺される。また使用 した段ボールは,

買われるはずだった新品の梱包に比べて小さい。またビ

ラと管理用紙28.6kgは,カ ラーボックス(棚)の 合板

5.7[kg/個]か ら約半分の紙ができることか ら,10個

分 のマテ リアルに匹敵 し,製 造エネルギーは合板,紙,

それぞれ12,26[MJ/kg]で あ り14),11個 分 に匹敵す

る。 販売数は12個 であり,カ ラーボックスのみで十分

相殺された。

以上のことから定性的であるが,「広島大学1997年 リ

サイクル市」は環境負荷を削減 したといえる。 しか しど

の程度削減できたのかを定量的に求めるためにも,今 後

LCA研 究 の発展が望まれる。

4.3交 流 ・メッセージカー ド

広島大学の東広島市への移転により,学 生 と市民 との

接点の減少等が問題になっていた15)。メ ッセージカー ド

がそれを補完する形 となったため,マ スコミに大 きく取

り上げられた。メッセージカー ド95枚 はボー ドに貼 る

等 して多 くの新入生に見てもらえるようにした。またリ

サイクル市への参加者は,提 供者52名,購 入者157名,

計209名 で あり,購 入せずにメッセージカー ドだけを見

た人 も含めるとさらに大勢となる。主催団体EcoPage

にとって大きな事業となり,成 果といえた。

4.4他 大学との比較

1997年 春 に倉庫を必要とするリサイクル市を行 った

大学 は,著 者らの知るところでは東京大学,東 京農工大

学,名 古屋大学 ・名城大学,京 都大学,広 島大学等わず

かであった。広島大学,京 都大学,東 京大学(い ずれも

キャンパスの学部卒業者数が3,000人 強の大学)に つい

てTable 8に まとめた。

Table 8 Comparison of“Recycle Market”among the three universities
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【公的機関,民 間企業,マ スコミ等との協力】 広島大学

では大学生協の協力は無かったが,公 的機関(大 学,市

役所,商 工会議所等),民 間企業,マ スコミの協力が得

られた。京都大学では歴史があることもあり,大 学生協

公的機関(大 学,京 都市 ごみ減量推進会議,教 職員組

合),民 間企業,マ スコミの協力が得 られた。東京大学

は広島大学同様初めての試みであり,学 生組織の自治委

員会の協力が得 られたのみであった。 これは広島大学 と

異なり対外的に協力を求めなかったためである。

【収入】 広島大学では物品に価格を付け 「価格+カ ンパ

+配 達料」を購入者に請求し,そ れのみを収入 とした。

京都大学では価格を付けず 「カンパ+配 達料」を購入者

に請求 し,そ れに加えて倉庫代を公的機関(京 都市ごみ

減量推進会議)か ら補助 してもらい,そ れ らを収入とし

た。東京大学では,無 料で販売 し,支 出分を自治委員会

から補助 してもらい,そ れを収入とした。東京大学事務

局によると,国 有財産法の関係で有料販売はできないそ

うであるが,同 キャンパス大学祭のバザー(露 店)で は

価格を定め,請 求することを認めており,法 的根拠が不

明確である。

京都大学が価格を付けないにも関わらず黒字なのは,

大 まかな値段として 「新品の一割」を示していることや,

運送手段を大学生協から無料で借 りられたため,物 品数

の割に支出が少なかったため等である。反面,広 島大学

ではレンタカーの使用等により支出が大きくなった。

【卒業生への宣伝効果(広 報)】 京都大学は十年以上の

歴史があるため宣伝前か ら知 られており,そ れに加えて

食堂のテーブル上に高 さ約15cmの 三角柱型の広告用

の置物を設置する等効果的な宣伝を行 ったため約900点

も集まったと思われる。

今年初めて リサイクル市を行 った東京大学 と広島大学

を比較すると,東 京大学 は広島大学がしなかった看板に

よる宣伝や,店 出し等をしているにも関わらず,約160

点 と少なかった。影響因子として学生のライフスタイル

や地域の社会状況等も考えられるが,宣 伝効果の相異と

しては,ビ ラの枚数,研 究室に配るか否か,マ スコミ報

道の3点 が,提 供される物品数に大きく影響すると思わ

れる。

【倉庫】 倉庫は,3つ の大学ともに無料で使用 した。こ

れはすでに述べたが,物 品数が少なかった場合の倉庫代

の負担が大きいため,そ れを回避する努力の結果である。

特に人口密集地帯では,京 都大学の倉庫の一部が75,000

円であった(公 的機関が負担)よ うに,非 常に大 きな負

担である。倉庫の実質的な貸与者は,広 島大学,京 都大

学,東 京大学それぞれ,民 間企業,公 的機関,自 治委員

会(学 生組織)と 多様であった。

4.5翌 年 の計画へ

次回の実施に向けて,大 学の学生課,専 門委員会,市

役所,地 元PTA,小 学校等に働きかけている。広島大

学環境保全専門委員会主催の公開 シンポジウムでバネ

ラーとして招かれ,発 表し,当 委員会の支援が得 られる

ようになった。 『市民参加のまちづ くり提言募集!』(主

催:東 広島市/東 広島市教育委員会)で は二席のサ

ポー ト賞をもらい,同 じく支援が得 られるようになった。

5.最 後 に

5.1ま とめ

リサイクル市の実行条件 は,運 送手段,倉 庫等の保管

場所,展 示 ・販売会場,ス タッフ数,宣 伝手段,物 品数

の確保だけでなく,法 的側面では法規に違反していない

か,ト ラブルが起きた際の責任の所在を調べ,経 済的側

面では赤字が出ないように,人 的側面では最低必要人数

を算出 ・確保する等が実行条件であるとわかった。

また,本 リサイクル市は法 ・経済的 ・人的労力面の問

題点を克服することができ,環 境負荷削減効果のあった

こともわかった。大学事務局,学 園都市づ くり交流会議,

マスコミ等に法的問題点のないことと意義を説明でき,

それらの理解 ・協力が得 られたことで,提 供者,購 入者

数が大きくなり成功につながったと考えられる。

5.2各 大学にリサイクル市の全面展開を!!

本研究のアピールをFig.3に 示 した。環境問題が叫

ばれている現在,リ サイクル市は地域社会における大学

の義務となりつつある。あなたが学生であるならば,す

ぐに仲間を集めて提案 しよう。 もしもあなたが学生でな

いならば,大 学事務局に提案 しよう。学生であろうと,

Fig.3 An appeal for Recycle Market
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教官であろうと,社 会人であろうと,大 学で リサイクル

市を立ち上げることは可能である。あとは,あ なたが始

めるだけ。
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Abstract

For the first time a•gRecycle Market•hwas held at Hiroshima-University for new students and

 alumni. The purpose of this study is to begin•gHiroshima-University 1997 Recycle Market•h
,to clarify 

legal, financial, personnel and environmental problems and to clear them. The•gRecycle Market•hwas 

held between February and April, 1997, and legal, financial, personnel and environmental problems 

were overcome. Another object is to let universities all over Japan begin and establish•gRecycle 

Markets•hby publishing the data of this study.

Key words: recycle market, Hiroshima university, legal and financial aspects, man power, en

- vironmental load
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